
① 生徒在校時の対応

保護者への連絡

保護者への引き渡し

Ⅴ　地震発生時の対応

地震発生！ 教職員の対応 生徒への対応・留意点

生徒の安全確保 

・安全が確認できるまでその場を

動かないように指示 

・避難経路・避難場所を確認 

・避難指示（ハンドマイク等で） 

・状況によって、そのまま避難場

所への避難を指示（初期に揺れ

が100秒以上の場合は大津波が

予想される） 

・机の下にもぐり、机の脚をしっか

り持つように指示 

・出口の確保 

・各場所において火災などの二

次災害の防止 

避難場所決定と指示 

避難後の対応 

保護者への連絡 

保護者への引き渡し 

・避難誘導係が所定の位置で誘

導する 

・配慮を要する生徒等への対応 

・トイレ、教室、体育館等に残って

いないか確認する。 

・校舎裏側に集合させる。 

・人員を確認し、避難場所に誘導 

（大津波が予想される場合は集合

なしで避難） 

・人員及び安否の確認 

・負傷者の確認と応急手当 

・関係機関への連絡 

・その後の対応を判断 

・保護者と連絡が取れない場合

は学校で保護する 

・保護者に渡すよりも学校及び避

難場所が安全と判断した場合は

保護する 

・引き渡しカードを準備する 

生徒への対応 

・机の下にもぐるなど姿勢

を低くし、上半身を保護す

る。 

   全校避難の指示 

・学校で指定した津波の避

難場所へ（お堂か天満宮） 

・避難誘導、負傷者搬送な

どの教職員の協力・連携） 

学校災害本部の設置・対応 

学校に帰り対応できる場

合は学校で、帰れない場

合は避難場所で設置 

揺れがおさまる 

避 難 誘 導 

・家庭の安全が確認されたのち

に受け渡す。 


